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『 北 九 州 地 区 Ｖ Ｅ 塾 』 は 、 Ｖ Ｅ (バ リ ュ ー ・ エ ン ジ ニ ア  

リング)のことを知りたい方やＶＥの導入・実践をお考えの 

方、ＶＥリーダー(ＶＥＬ)の資格は持っているが実践経験 が 

な い と い う 方 に 実 務 に 役 立 つ Ｖ Ｅ の 考 え 方 や 進 め 方 を 身 に 

つけていただくことを目的として2002年度に開講しました。  

この塾ではＶＥＬ認定試験の参考図書をテキストに した講義 

と 、֞ ḹ ὕ ד で の 

グループ演習をᶽ ʴⱲ ʴḌで行っており、受講  

者の方々からご好評をいただいています。  

西 日 本 支 部 で は 、 2008年 度 も こ の 塾 を 開 講 の 予 定 で す 。 日 常 業 務 で は な か な か 経 験 

できないような ˧ もでき、また所定の基準(出席率)を満たしてこの塾を 

修了すると ὑ ֞ ♬ ので、ぜひとも受講いただきたく、ご案内 

をさせていただきます。  
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・福岡県北九州市  

・ＪＲ鹿児島本線  

②｢ 黒崎 駅 ｣から  

②徒歩７分  

 └≡₮╒ₔ└Ω≤₡ר

ש ”  ２ 31 ( )  
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֞ ҹ  
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４ 14 ( )  

５ 28 ( )  

６ 19 ( )  

７  ( )  

８ 23 ( )  

９  ( )  

◎日程は変更させていただくことがあります。予めご了承ください。 

 

 Ḩ   ὕ  Кὦ 

Ḩ  

 
①ＶＥの必要性、定義、基本原則  

②ＶＥ実施手順、等  

 

①機 能 定 義（情報収集、機能の 定義、機能の整理 ）  

②機 能 評 価（機能別コスト分析、機能の評価、対象分野の選定）  

③代替案作成（アイデア発想、概略評価、具体化、詳細評価）  

    

ὕ  

 

①情 報 収 集（ ὖ や ὖ など）  

ὑ ӓ 

ὑ 

 

 

 

① ᾍ ὖ ͔ ὑ  ̂

② ᾍ ὖ ͔ ѝ  ͔

③機能分野別コスト分析  

 

 

①  

② ї 

③ からのアイデア発想  

 

⑤アイデアの具体化  

⑥代替案の詳細評価  

    
①代替案の発表準備  

②代替案の発表  

 

 ὕ ( Ӕˉ″᷂Ӣ ⅎῬ᷂Ӣ)  

 Ӕˉ″᷂Ӣ  ⅎῬ᷂Ӣ  

2004  

₴↓ 

①水門開閉用ピンラック棒 の原低 

② パルス・コード方式遠制子局ボックスの原低 

①カップホルダーの改善・ 開発 

② 寒冷地におけるコンクリート養生作業の改善 

2005  

₴↓ 

①制御盤のコストダウン 

②液晶搬送ロボット用ハンド の原低 

③リニアサーボモータ の改善  

①ルームランプの改善 

②Ｕ字溝を使用した道路排水路造成作業 

の改善  

2006  

₴↓ 

① ロボットアームのメカストッパ構造改善と原価低減 

②バルブコントローラの切換ユニットの改善 

① ドアミラーにおける安全性の向上とコストダウン 

② 試作工程における業務フロー効率の改善とコストダウン  

2007  

₴↓ 

①ＮＸ100 塗装ロボットコントローラ改善 

②溶接ロボット用艤装ケーブルの品質改善 

① ベンチレーターの改善による車内快適性の向上とコストダウン 

② マンション工事における間仕切り組立作業の改善  
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ＶＥ塾は、西日本地区におけるＶＥの普及・発展を目的として、2002年に北九州地区 

で開講し、2004年には広島地区でも開講しました。 将来、ＶＥ発展への大きな原動力に 

な っ て い た だ く こ と を 願 っ て 、 塾 生 の 方 々 に は Ḩ や ὕ  

☻ と い う こ と を 、企 業 に お け る 実 際 の改善 テ ー マ を 取 り 上げ た 

ワークショップ・セミナーを通じてしっかりと身につけていただくようにしています。 

そ の た め こ の 塾 で は 、֞ ₉ ˧ ꜘ を と て も 大 切 に し て 

います。これはこの塾の大きな特長と言って良いでしょう。 

 ＶＥは、その対象とするものの価値向上を通じて、顧客 

満 足 と 社 会 貢 献 を 実 現 し 、 企 業 が さ ら に 発 展 す る こ と を 

目的にしています。そのためには、顧客が求めている便益 

や 効 用 を 徹 底 的 に 追 求 し て 、 そ れ を 十 分 に 満 た す よ う に 

しなければなりません。景気が良好とはいえ、顧客ニーズ 

の 多 様 化 や 顧 客 要 求 の 高 度 化 、 企 業 競 争 の 激 化 と い う 

厳しい今の時代にこそ、ＶＥは必要で不可欠です。どうぞ 

奮 っ て ご 受 講 く だ さ い 。 ѧ  

Ẏ です。  

ↄ≥≈╒ ₔ└₯⅔₈≥└₧   

2008 ῍ ῎   
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Ｖ Ｅ 塾 で 体 験 し た Ｖ Ｅ ワ ー ク シ ョ ッ プ セ ミ ナ ー は 、 私 が 今 ま で 

取 り 組 ん で き た コ ス ト 低 減 と は 違 い 、 機 能 の 維 持 、 も し く は 高 め 

な が ら 、 同 時 に コ ス ト 低 減 を 進 め て い く 考 え 方 で 、 会 合 に は 毎 回 

興 味 を も っ て 参 加 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 社 外 の 参 加 者 の 

方 々 と 取 り 組 む こ と で 垣 根 を 越 え た 思 い も よ ら ぬ 発 想 や ア イ デ ア 

が 出 て き て 楽 し い セ ミ ナ ー と な り ま し た 。 

私 は セ ミ ナ ー で 学 ん だ Ｖ Ｅ 手 法 を ど ん ど ん ロ ボ ッ ト 製 品 に 取 り 

入 れ て 、 お 客 様 に 満 足 し て 頂 く 製 品 、 市 場 競 争 に 勝 て る 製 品 を 

作 り こ み 、 自 動 化 生 産 の 躍 進 等 に 貢 献 し て い き た い と 考 え て 

い ま す 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広 島 で 行 わ れ て い る Ｖ Ｅ 大 会 に 以 前 一 度 だ け 参 加 し た こ と が 

あ り ま す が 、 今 回 の よ う な 本 格 的 な Ｖ Ｅ の 学 習 の 場 に 参 加 す る 

の は 初 め て で し た 。 

最 初 の ｢Ｖ Ｅ の 基 本 ｣(２ 日 間 )は 身 近 な 文 房 具 を 題 材 に 講 義 と 

演 習 で 一 通 り の Ｖ Ｅ 手 順 を 体 験 で き 、 有 意 義 で し た 。 続 く Ｗ Ｓ Ｓ 

(ワークショップセミナー、 計 ７ 日 間)は 実 際 の テ ー マ を 取 り 上 げ て 

実 践 し て み る も の で 、 こ こ で や っ た こ と が 実 際 に 活 き る か も 

し れ な い と 思 う と 使 命 感 の よ う な 気 持 ち さ え 起 こ っ て き ま し た 。 

Ｗ Ｓ Ｓ の 中 盤 が 少 し 辛 く て 、 機 能 評 価 で Ａ Ｈ Ｐ 法 な ど と い っ た 

手 法 を 使 う こ と が 面 倒 に な っ て き ま し た が 、 こ こ は 大 事 な と こ ろ 

だ と 自 分 に 言 い 聞 か せ て 、 次 の (一 番 面 白 い )ア イ デ ア 発 想 へ と 

焦 る 気 持 ち を 抑 え ま し た 。 

Ｖ Ｅ 塾 で 学 ん で 得 た ｢ 価 値 創 造 を 工 学 す る こ と の 楽 し さ ｣を 

忘 れ ず に 、 ぜ ひ 職 場 で 活 か し て い き た い と 思 い ま す 。  
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   (受講者と同じ場合は記入不要) 
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֞  【どちらかに✔をしてください】  

 ῏ ῐ10,000円   ῏ ῐ50,000円  

◎ 折り 返 し 申 込者 ま たは 受 講 者 の方 に 請求 書 を お 届け し ます の で 、 請求 書 の 

到着後、 29 ( ) に銀行振込みでお支払いください。 

※ ご 記 入 い た だ い た 個 人 情 報 は 、 請 求 書 等 の お 届 け や 必 要 な 場 合 の 事 前 連 絡 、 

※受講者名簿(講師と受講者の方々に配布します)の作成、当支部が主催する 大会・ 

※セミナー等のご案内などに使用させていただきます。 

※大会・セミナー等のご案内が不要な方は、右の□に×をつけてください。 ☞  


